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―どこにでもいるふつうのミミズ― 
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ホタルミミズとは 

ホタルミミズ（ムカシフトミミズ科） 

 Microscolex phosphoreus (Duges, 1837) 

– 体 長：20mm～50mm程度（成体） 

– 体 幅：1～1.5mm程度 

– 体節数：74～76 

– 体 色：淡黄白色～淡橙白色 環帯部を除き半透明 

– 特 徴：尾部をつまむと発光粘液を出す 
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ホタルミミズとは 
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糞塊の形成 

糞塊 

 2009年11月に自宅庭にて発見 

– 直径 約25mm  高さ 約18mm 
              ※最大級のもの 

– 糞粒径（長径） 最大 1.0mm 
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発見のきっかけ… 
トビムシの大量発生 



糞塊の形成 
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クロトゲナシツチトビムシ？ 



糞塊の形成 

糞塊 

– 特徴 

新しいものは不安定な形 

時間が経つと乾燥し崩れる       
中に新しい糞粒が見られることも 

糞粒の形は砂が多いと安定しない
粘土質が多いとやや長い球状 
 

10月～４月にかけて多く見られる 

５月～６月は見つからない 
             （奈良県香芝市） 

冬に探せば見つけすい 
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真砂土 

黒ボク土 



糞塊の形成 
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真砂土 

奈良県香芝市真美ケ丘 

黒ボク土 

東京都大田区昭和島 

黒ボク土 

東京都八丈町中之郷 

黒ボク土 

東京都八丈町中之郷 

真砂土（腐植多い） 

大阪府茨木市下穂積 



ふつうにいるミミズ 

糞塊を確認した産地 
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東京都 
大田区 富山県 魚津市 

八丈町 

奈良県 

香芝市 

神奈川県 鎌倉市 広陵町 

長野県 長野市 奈良市 

愛知県 
名古屋市 大阪府 茨木市 

東海市 兵庫県 伊丹市 



ふつうにいるミミズ 

糞塊を確認した産地 
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柴田康平（2007）身近にいるホタルミミズ 
第30回日本土壌動物学会一般講演（ポスター発表）より改変 ●糞塊を確認した産地 

Ｃ１ 東京都大田区 

Ｃ２ 東京都八丈町 

Ｃ３ 神奈川県鎌倉市 

Ｃ４ 長野県長野市 

Ｃ５ 愛知県名古屋市 

Ｃ６ 愛知県東海市 

Ｃ７ 富山県魚津市 

Ｃ８ 奈良県香芝市 

Ｃ９ 奈良県広陵町 

Ｃ10 奈良県奈良市 
Ｃ11 大阪府茨木市 
Ｃ12 兵庫県伊丹市 
 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

Ｃ４ 

Ｃ３ 

Ｃ５ 
Ｃ６ 

Ｃ８,９,10 

Ｃ７ 
Ｃ11,12 



ふつうにいるミミズ 
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民家の庭 

奈良県香芝市真美ケ丘 

里山内の里道沿い 

大阪府茨木市東福井 

河川敷 

兵庫県伊丹市 

小学校校庭 

東京都八丈町中之郷 

見つかるところは様々… 
 

人の手が加わったところが
多い… 

公園植え込み下 

愛知県名古屋市中区 



遺伝子解析 

ミトコンドリアＤＮＡ 

• チトクロームオキシダーゼⅠ（ＣＯⅠ）６５８塩基 

– ＤＮＡバーコーディングに用いられている領域          

                     （Hebert et al.,2003） 

– ４つのハプロタイプ 

 ・名古屋タイプ  ・伊丹タイプ 

 ・静岡タイプ    ・（六郷タイプ） 
 

• 客土による移動がある？ 

茨木市下穂積 → 奈良県香芝市 確認 

      八丈島で３つのハプロタイプ出現も… 
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遺伝子解析 
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近隣接合法（NJ法） 



身近な発光生物 

高校「生物」等の教材に 

– 尾部を強めにつまむと発光粘液放
出 

凍結乾燥しても発光 

– 液体窒素で瞬間冷凍後に真空凍
結乾燥機でフリーズドライ 

 

  オールシーズン利用可能！ 

発光メカニズムの研究材料としても最適 

酵素、基質、過酸化水素の３つが関
わる酵素反応 

※詳しいことはまだ分かっていない） 

 2012/5/27 第35回 日本土壌動物学会 一般講演（口頭発表） 14 

発光粘液を放出 

凍結乾燥後の発光 



身近な発光生物 
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発光粘液を放出 



身近な発光生物 
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凍結乾燥後の発光 

３０分も発光！ 



八丈島調査 

身近な発光生物 
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発光生物研究の聖地 
発光生物が20種以上も見つかっている 

東京七島新聞（2012.2.18.） 南海タイムス（2012.2.24.） 



生活史を明らかに… 

糞塊の出現状況 

– ５月に入ってから糞塊がほとんど見られない 

• 奈良県香芝市 

• 奈良県広陵町 

• 奈良県奈良市 

• 愛知県名古屋市 

• 大阪府茨木市２地点 

 

卵包の発見？ 

    来年度以降に期待！ 
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４月まで一番糞塊が多かった畝の下
30cm程掘ってもまったくいない… 

約30cm 



生活史を明らかに… 
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ホタルミミズの卵包か？ 
2012年５月６日奈良県香芝市真美ケ丘にて 



どこにでもいるふつうのミミズ 
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